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解　
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】

『
季
御
読
経
次
第
』［
九
・
三
八
］

　

鎌
倉
時
代
写
。
巻
子
装
一
軸
。
全
七
紙
。
縦
二
九
・
七
×
横
三
五
一
・
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
界
高
、
上
端
よ
り
三
・
五
、
二
八
・
一
。

　

本
史
料
は
季
御
読
経
の
次
第
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
季
御
読
経
と
は
、
春
秋
二

季
、
宮
中
に
お
い
て
『
大
般
若
経
』
を
転
読
し
た
行
事
で
、
国
家
の
安
寧
を
祈
願
し

た
。
そ
の
沿
革
や
構
成
な
ど
の
基
礎
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
倉
林
正
次
「
季
御
読

経
考
」（『
饗
宴
の
研
究
』
歳
事
・
索
引
編
、
桜
楓
社
、
一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
八

〇
年
）
に
詳
し
い
。
同
氏
は
ま
ず
季
御
読
経
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
国
史
を
中
心

に
検
討
し
、『
大
般
若
経
』
を
読
誦
す
る
行
事
が
恒
例
の
儀
礼
と
し
て
の
形
態
に
定

ま
る
ま
で
の
過
程
を
跡
付
け
た
。
次
い
で
行
事
の
構
成
に
つ
い
て
、『
江
家
次
第
』

ほ
か
の
儀
式
書
を
用
い
て
、
行
事
の
準
備
段
階
で
あ
る
定
か
ら
四
日
間
に
及
ぶ
儀
式

の
流
れ
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。

　

季
御
読
経
は
、
行
事
の
日
時
や
参
加
す
る
僧
を
決
め
る
事
前
の
定
と
、
初
日
か
ら

結
願
日
ま
で
の
四
日
間
に
亘
る
当
日
の
儀
式
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
本
史
料
は
そ
の

う
ち
の
定
の
み
の
次
第
で
あ
る
。
抹
消
や
挿
入
、
移
動
を
示
す
符
号
が
散
見
し
、
草

稿
の
性
格
を
色
濃
く
残
す
。
初
日
儀
以
降
の
記
述
を
元
来
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
本
史
料
の
末
尾
に
や
や
広
い
余
白
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

当
初
か
ら
定
の
部
分
だ
け
を
記
し
て
い
た
と
思
し
い
。
同
様
に
季
御
読
経
の
定
の
部

分
の
み
を
書
写
し
た
次
第
に
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
季
御
読
経
僧
名
定
』
が
あ

る
。
同
書
は
冷
泉
為
久
に
よ
っ
て
藤
原
定
家
筆
と
鑑
定
さ
れ
た
も
の
で
、
前
欠
で
あ

る
が
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
の
春
季
御
読
経
の
定
と
僧
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同

文
庫
に
は
初
日
儀
の
次
第
の
み
を
記
す
『
季
御
読
経
初
日
』
も
あ
り
、
や
は
り
当
初

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
書
物
と
し
て
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

内
容
・
構
成
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
骨
格
は
『
江
家
次
第
』
や
『
季
御
読
経
僧

名
定
』
と
大
き
な
差
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
よ
り
も
詳
細
で
具
体
的
な
記
述
を
持
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
前
掲
倉
林
論
文
が
『
江
家
次
第
』
に
拠
っ
て
整
理
し
た
儀
式
の
流

れ
に
、
本
史
料
の
対
応
箇
所
を
示
し
、
い
く
つ
か
記
述
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

内
容
の
紹
介
に
代
え
る
こ
と
と
し
た
い
。（
ゴ
チ
ッ
ク
体
の
記
号
と
文
章
が
前
掲
倉

林
論
文
か
ら
の
引
用
。
な
お
適
宜
省
略
し
た
。）

（
ａ
）�
上
卿
が
仰
せ
を
奉
じ
て
陣
に
着
く
。
大
臣
の
障
り
の
あ
る
時
は
、
中
納
言
已

上
が
宣
旨
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
う
。

　
「
職
事
奉
仰
」
以
降
。
仰
は
職
事
が
上
卿
の
里
亭
に
出
向
い
て
伝
え
る
。「
近
代
」

は
職
事
が
内
々
に
御
読
経
当
日
の
日
次
を
尋
ね
て
奏
し
定
め
る
か
、
あ
る
い
は
当
日

と
し
て
定
め
申
す
べ
き
日
を
あ
ら
か
じ
め
尋
ね
て
お
き
、上
卿
に
知
ら
せ
る
と
い
う
。

（
ｂ
）�

上
卿
は
弁
に
仰
せ
て
、
陰
陽
寮
を
し
て
日
時
を
勘
え
申
さ
し
め
る
。
つ
ま
り

（
１
）

（
２
）

（
３
）

史
料
紹
介宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
『
季
御
読
経
次
第
』・『
諸
社
神
宝
等
破
損
修
理
事
勘
文
』

太　
　

田　
　

克　
　

也
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発
願
・
結
願
の
日
時
を
卜
定
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
「
上
卿
召
弁
」
以
降
。
上
卿
は
里
亭
に
お
い
て
当
巡
の
弁
を
史
に
問
う
て
こ
れ
を

召
す
。「
近
代
」
は
職
事
が
内
々
に
当
巡
の
弁
を
尋
ね
て
招
集
す
る
。
ま
た
は
職
事

が
里
亭
に
来
て
弁
の
交
名
を
問
う
と
い
う
。
弁
が
来
る
と
上
卿
は
客
亭
に
出
て
勘
申

の
こ
と
な
ど
を
仰
す
。
こ
の
後
、
上
卿
は
仗
座
に
着
き
、
日
時
勘
文
を
奏
さ
せ
る
。

（
ｃ
）�

次
に
上
卿
は
弁
に
仰
せ
て
、
例
文
・
硯
を
進
め
し
め
る
。
史
二
人
が
こ
れ
を

進
め
る
。
例
文
は
筥
に
入
れ
、
史
一
人
が
上
卿
前
に
置
く
。（
中
略
）
ま
た

一
人
が
硯
を
参
議
前
に
置
く
。
硯
の
ほ
か
に
続
紙
・
続
飯
・
板
等
を
加
え
入

れ
る
。

　
「
次
以
官
人
召
弁
」
以
降
。
内
容
は
大
体
同
じ
で
あ
る
が
、『
江
家
次
第
』
よ
り
や

や
詳
し
く
、
注
記
の
文
章
に
は
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
『
季
御
読
経
僧
名

定
』
と
は
次
第
本
文
及
び
注
記
の
文
章
が
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

（
ｄ
）�

上
卿
は
旧
定
文
を
披
き
参
議
を
し
て
こ
れ
を
書
か
し
め
る
。
大
弁
が
こ
れ
を
書

く
が
、
不
在
の
時
は
他
の
参
議
、
あ
る
い
は
弁
官
に
書
か
し
め
る
例
も
あ
る
。

　
「
次
上
卿
略
見
例
文
等
」
以
降
。『
江
家
次
第
』
よ
り
も
各
人
の
動
作
の
記
述
が
詳

細
で
あ
る
。『
季
御
読
経
僧
名
定
』
と
は
文
章
が
一
致
し
て
い
た
り
似
て
い
た
り
す

る
箇
所
も
あ
る
が
、
本
史
料
の
方
が
細
か
い
動
作
へ
の
言
及
が
あ
る
。

（
ｅ
）�

定
め
了
わ
る
と
、
日
時
の
勘
文
を
副
え
、
筥
に
入
れ
て
、
殿
上
弁
も
し
く
は

蔵
人
に
付
し
て
奏
聞
す
る
。
奏
覧
が
終
わ
る
と
、
こ
れ
を
返
し
た
ま
わ
る
。

　
「
次
上
卿
取
出
例
文
等
」
以
降
。
勘
文
等
は
弁
に
付
し
て
内
覧
せ
し
め
て
か
ら
奏

聞
す
る
。『
季
御
読
経
僧
名
定
』
と
は
文
章
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
ｆ
）�

返
し
給
わ
る
と
、
弁
に
下
す
。
ま
ず
上
卿
が
「
宣
旨
こ
れ
を
給
ふ
」
と
仰
せ
、

定
文
を
弁
に
下
し
、
弁
は
こ
れ
を
受
け
て
結
ね
る
。
次
に
上
卿
が
「
勘
へ
申

す
に
依
る
べ
し
」
と
仰
せ
、
日
時
勘
文
を
下
し
、
弁
は
こ
れ
を
同
様
に
結
ね

る
。
次
に
史
が
筥
文
を
撤
す
る
。

　
「
上
卿
結
日
時
」
以
降
。
上
卿
が
結
ね
て
筥
の
中
に
置
き
、
そ
れ
を
弁
に
下
し
て

結
ね
る
。
な
お
「
弁
仰
云
、
依
勘
申
レ
、」

と
あ
り
、『
江
家
次
第
』
と
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
結
申
と
き
の
詞
も
載
っ
て
い
る
。

（
ｇ
）�

上
卿
は
外
記
に
仰
せ
、
諸
司
・
堂
童
子
を
催
す
べ
き
由
を
仰
す
。（
中
略
）

後
日
、
史
が
僧
名
を
書
き
、
大
臣
家
そ
の
他
に
奉
る
。（
後
略
）

　
「
上
卿
令
官
人
召
外
記
」
以
降
。
上
卿
や
弁
の
発
す
る
詞
ま
で
記
す
な
ど
、『
江
家

次
第
』・『
季
御
読
経
僧
名
定
』
よ
り
は
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
『
季
御
読
経
僧

名
定
』
は
最
後
に
史
が
書
き
上
げ
た
僧
名
を
付
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
が
、
本
文
的
に
は
特
に
『
季
御
読
経
僧
名
定
』
と

一
致
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
何
ら
か
の
関
連
性
を
窺
わ
せ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
直

接
的
な
関
係
を
示
す
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
儀
式
の
骨
格
は
頻
繁
に
大
幅
な
変
更

が
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
次
第
書
も
既
存
の
も
の
を
各
々
が
取
捨
選

択
し
な
が
ら
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
直
接
の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
定
家
は
九
条
家
に
仕
え
て
い
た
か
ら
、
両
書
を
作
成
す
る

に
当
た
り
参
照
し
た
素
材
が
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

成
立
に
つ
い
て
は
、
年
時
を
示
す
先
例
が
引
か
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
具
体
的

な
時
期
を
特
定
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
内
容
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
本
史

料
中
に
は
「
近
代
」
の
例
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
季
御
読
経
の
催
行
の
史

的
変
遷
を
追
っ
て
い
け
ば
、
あ
る
程
度
絞
り
込
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
本
稿
で
は
そ
こ
ま
で
調
査
で
き
て
い
な
い
の
で
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。

『
諸
社
神
宝
等
破
損
修
理
事
勘
文
』［
九
・
一
四
二
］

　

鎌
倉
時
代
写
。
巻
子
装
一
軸
。
全
七
紙
。
縦
三
〇
・
八
×
横
三
六
九
・
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
界
高
、
上
端
よ
り
四
・
〇
、
二
九
・
〇
。

　

本
史
料
は
、
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
に
石
清
水
八
幡
宮
の
御
剣
の
袋
と
鞘
が
破

損
し
た
際
、
そ
の
先
例
を
小
槻
有
家
が
勘
申
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
清
水
八
幡
宮
は
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応
神
天
皇
・
比
咩
大
神
・
神
功
皇
后
を
祭
神
と
し
、
朝
廷
の
信
仰
が
篤
か
っ
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
そ
の
歴
史
や
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
『
石
清
水
八
幡
宮
史
』
や
『
石

清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』
の
ほ
か
、『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け　

石
清
水
文
書
』

な
ど
が
あ
る
。
小
槻
有
家
は
官
務
家
小
槻
氏
隆
職
流
の
壬
生
家
の
人
で
あ
り
、
建
長

四
年
（
一
二
五
二
）
左
大
史
に
任
ぜ
ら
れ
て
官
務
と
な
っ
た
。
こ
の
勘
申
が
行
わ
れ

た
文
永
十
年
に
は
、
壬
生
家
と
大
宮
家
と
の
間
で
起
き
た
所
領
相
論
が
終
結
す
る
に

当
た
り
、
同
家
の
文
書
・
所
領
の
単
独
相
続
を
定
め
た
「
小
槻
有
家
置
文
」（『
壬
生

家
文
書
』
三
九
号
）
を
残
し
て
お
り
、
壬
生
・
大
宮
両
家
の
分
立
を
示
す
も
の
と
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
関
連
史
料
が
『
石
清
水
八
幡
宮
史
』
史
料
第
一
輯
（
一

三
七
～
一
四
四
頁
）
に
集
め
ら
れ
、「
史
料
稿
本
」（
文
永
十
年
八
月
二
十
六
日
・
十

一
月
二
十
六
日
・
十
二
月
二
十
五
日
条
）
で
も
簡
便
に
参
照
で
き
る
。
今
そ
れ
ら
に

よ
っ
て
概
略
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
年
八
月
十
五
日
の
放
生
会
の
と

き
に
、
三
所
御
前
の
御
剣
の
袋
に
鼠
が
巣
を
作
っ
て
食
い
破
っ
て
い
る
の
が
発
見
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
中
御
前
の
御
剣
は
、
袋
の
破
損
に
加
え
て
鞘
の
一
部
が
折
れ
て
落

下
し
て
い
た
。
よ
っ
て
八
幡
宮
は
こ
の
こ
と
を
注
進
し
、
朝
廷
で
は
先
例
を
勘
申
せ

し
め
、
修
復
に
つ
き
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
御
剣
の
袋
は
作
り
改

め
ら
れ
た
も
の
の
、
鞘
に
つ
い
て
は
御
剣
が
神
宝
か
ど
う
か
不
審
で
あ
る
と
し
て
、

そ
の
ま
ま
に
さ
れ
た
と
い
う
。

　

従
来
知
ら
れ
て
い
た
史
料
で
は
、
諸
道
に
先
例
を
勘
申
さ
せ
た
こ
と
や
清
原
良
季

が
勘
文
を
提
出
し
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
勘
申
者
や

勘
申
の
中
身
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
本
史
料
は
、
一
部
を
欠
く
も
の
の
、

小
槻
有
家
に
よ
る
勘
申
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
判
明
す
る
。
ま

た
先
例
と
し
て
引
か
れ
た
出
来
事
の
中
に
は
、
関
連
す
る
史
料
を
他
に
見
出
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
う
し
た
点
で
も
史
料
的
価
値
を
有
し
て
い
る
。

　

以
下
、
順
を
追
っ
て
内
容
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。（『
石
清
水
八
幡
宮
史
』
史

料
第
一
輯
に
他
史
料
が
見
え
る
場
合
は
「『
宮
史
』
頁
数
（
主
要
史
料
名
）」
を
注
記

し
た
。）

　

ま
ず
「
御
剣
袋
鼠
喰
損
之
例
」、
す
な
わ
ち
石
清
水
八
幡
宮
の
御
剣
の
袋
が
鼠
に

食
い
破
ら
れ
た
先
例
と
し
て

・�

承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）：『
宮
史
』
一
三
五
頁
（『
宮
寺
縁
事
抄
怪
異
并
不
浄
等
事

』）

・�

貞
応
元
年（
一
二
二
二
）：『
宮
史
』一
三
六
頁（『
宮
寺
縁
事
抄
怪
異
并
不
浄
等
事

』『
八

幡
宮
寺
縁
事
抄
』）

・
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）：『
宮
史
』
一
四
六
頁
（『
師
守
記
』
所
引
勘
申
）

の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
承
元
三
年
の
例
は
東
御
前
の
璽
と
御
剣
の
袋
が
破
損

し
た
も
の
で
、
こ
の
と
き
は
袋
が
新
た
に
作
ら
れ
て
進
上
さ
れ
て
い
る
。
貞
応
元
年

の
例
は
中
御
前
・
東
御
前
双
方
の
御
剣
の
袋
と
三
所
御
前
の
龍
鬢
筵
が
破
損
し
た
も

の
で
、
御
剣
の
袋
に
つ
い
て
は
調
進
す
べ
き
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
文
応
元
年

の
例
は
御
剣
袋
と
御
几
帳
の
帽
額
が
そ
れ
ぞ
れ
破
損
し
た
も
の
で
、
修
補
が
な
さ
れ

た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
現
状
は
承
元
三
年
の
例
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

が
、
前
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
の
例
も
載
っ
て
い
た
。
た
だ
し
先
例
が
多
数

あ
る
こ
と
か
ら
最
近
の
例
に
限
る
と
断
っ
て
い
る
の
で
、
前
欠
部
分
の
分
量
は
そ
う

多
く
な
い
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
続
け
て
、
鼠
が
巣
を
造
っ
た
例
と
し
て

・
豊
受
大
神
宮　

久
安
二
年
（
一
一
四
六
）

・
平
野
神
社　

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）

の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
豊
受
大
神
宮
の
例
は
、
外
宮
域
内
別
宮
の
高
宮
（
多

賀
宮
）
の
御
帳
を
鼠
が
破
損
し
て
巣
を
造
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
関
連
す
る
他

史
料
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
平
野
神
社
の
例
は
、
第
二
神
殿
の
御
壁
代
に
鼠
が
巣

を
造
っ
て
破
損
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
祈
謝
し
た
と
い
う
。
前
年
嘉
応
元
年

に
は
皇
太
后
宮
平
滋
子
（
建
春
門
院
）
が
行
啓
し
て
神
宝
や
調
度
を
奉
献
し
て
お
り
、

そ
れ
が
破
損
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）

（
５
）
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次
に
「
鞘
令
折
給
准
拠
例
」、
す
な
わ
ち
鞘
の
破
損
の
准
拠
す
べ
き
例
が
、
八
幡

宮
と
他
社
と
に
分
け
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
八
幡
宮
の
先
例
と
し
て

・�

石
清
水
八
幡
宮　

大
治
二
年
（
一
一
二
七
）：『
宮
史
』
七
一
～
九
一
頁
（『
石
清

水
八
幡
宮
記
録　

当
宮
璽
筥
事
大
治

』『
中
右
記
』）

・�

石
清
水
八
幡
宮　

大
治
三
年
：『
宮
史
』
九
一
～
一
〇
九
頁
（『
中
右
記
』『
石
清

水
八
幡
宮
記
録　

当
宮
璽
筥
事
大
治

』『
石
清
水
八
幡
宮
記
録
宮
寺
注
進
三
所
御
剣
袋
錦
文

等
事

』『
長
秋
記
』『
永
昌
記
』）

・�

宇
佐
八
幡
宮　

建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）

が
あ
る
。
石
清
水
八
幡
宮
の
例
は
璽
の
筥
が
鼠
に
壊
さ
れ
た
も
の
で
、
大
治
二
年
の

際
に
は
修
補
せ
ず
に
終
わ
っ
た
が
、
大
治
三
年
に
再
び
大
破
し
た
た
め
、
新
た
に
筥

を
作
り
そ
こ
に
破
損
し
た
筥
を
収
め
た
。
こ
の
と
き
筥
を
直
接
修
理
し
な
か
っ
た
の

は
、
霊
物
は
動
か
し
難
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
宇
佐
八
幡
宮
の
例
は
二
之
御
殿
の

御
験
で
あ
る
薦
枕
が
鼠
に
よ
っ
て
破
損
し
た
も
の
で
、
本
来
は
六
年
に
一
度
行
わ
れ

る
行
幸
会
の
際
に
修
補
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
ま
だ
間
が
あ
る
の
で
、
修
理
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
宇
佐
八
幡
宮
の
例
に
つ
い
て
は
関
連
す
る
他
史
料
を
確

認
で
き
て
い
な
い
。

　

続
け
て
他
社
の
例
と
し
て

・
伊
勢
神
宮　

保
安
二
年
（
一
一
二
一
）

・
伊
勢
神
宮　

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）

・
伊
勢
神
宮　

正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）

・
平
野
神
社　

嘉
応
二
年
（
前
出
）

・
稲
荷
大
社　

正
治
元
年

の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
伊
勢
神
宮
の
保
安
二
年
の
例
は
、
遷
宮
（
外
宮
か
）

の
と
き
に
調
進
さ
れ
た
桙
の
比
礼
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
も
の
で
、
修
復
さ
れ
た
か
は

わ
か
っ
て
い
な
い
と
す
る
。
元
暦
元
年
の
例
は
、
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
の
内
宮

遷
宮
の
時
に
調
進
さ
れ
た
鴟
尾
琴
が
、
二
十
年
に
一
度
の
造
替
の
前
に
壊
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
修
理
を
求
め
た
も
の
で
、
修
復
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
正
治
二
年

の
例
は
内
宮
別
宮
で
あ
る
伊
雑
宮
の
弓
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
、
祈
謝
す
べ
き

由
を
指
示
し
て
い
る
。
平
野
神
社
の
例
は
前
出
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
よ
り
も
や

や
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
神
殿
の
鼠
に
よ
る
被
害
の
ほ
か
に
、
第
一
神
殿
の

金
物
な
ど
も
破
損
し
た
と
い
う
も
の
で
、
神
殿
と
神
宝
に
関
し
て
は
先
例
に
従
っ
て

調
進
さ
せ
て
い
る
。
稲
荷
大
社
の
例
は
、
御
神
体
で
あ
る
鏡
の
筥
の
蓋
が
御
輿
か
ら

落
下
し
て
壊
れ
た
も
の
で
、
祈
謝
せ
し
め
た
と
い
う
。
な
お
伊
勢
神
宮
保
安
二
年
の

例
と
稲
荷
大
社
の
例
以
外
は
他
史
料
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
以
上
の
例
を
挙
げ
た
後
に
、
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
に
石
清
水
八
幡
宮

が
火
災
し
た
と
き
に
御
剣
以
下
多
く
の
神
宝
を
調
進
し
直
し
た
と
し
て
、
今
回
の
御

剣
の
鞘
が
そ
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
か
、
八
幡
宮
に
尋
ね
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま

た
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
に
、
大
隅
正
八
幡
宮
の
神
輿
と
神
王
面
の
破
損
を
大
宰

府
に
修
造
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
際
八
幡
側
が
神
王
面
は
往
古
の
霊
物
で
あ
る

と
称
し
て
造
替
す
る
か
否
か
が
決
せ
ら
れ
ず
、
八
幡
側
に
子
細
を
尋
ね
た
こ
と
を
述

べ
る
。今
回
の
件
で
も
、朝
廷
側
で
は
御
剣
が
神
宝
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
点
が
勘
申
の
中
心
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
石
清
水
八
幡
宮
の
先
例
を
他
史
料
と
比
較
し
て

み
る
と
、
同
文
関
係
に
あ
る
箇
所
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
例
え
ば

・�

大
治
二
年
八
月
、
彼
宮
言
上
云
、
中
御
前
璽
御
筥
破

月
十
五
日
卯
時
所
見
付

也
者
、

　
�

大
治
二
年
八
月
廿
六
日
癸未

、
宮
寺
言
上
之
、
中
御
前
璽
筥
破
損
、
今
月
十
五
日
壬申

、

卯
時
所
見
付
之
者
、（『
石
清
水
八
幡
宮
記
録　

当
宮
璽
筥
事
大
治

』：『
宮
史
』
七

一
頁
）

・
同
三
年
八
月
、
宮
寺
重
言
上
云
、
璽
御
筥
及
大
□
□
、

　

�

大
治
三
年
八
月
宮
寺
重
言
上
云
、
璽
御
筥
及
大
破
者
、（『
石
清
水
八
幡
宮
記
録　

当
宮
璽
筥
事
大
治

』：『
宮
史
』
九
一
頁
）

（
６
）

（
７
）

（
二
十
六
日
）

〔
損
、今
〕

（
大
治
）
（
十
五
日
）

〔
破
者
カ
〕
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な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ど
の
よ
う
な
関
係
性
に
あ
る
の
か
は
明
確
で
な
い
が
、
一

方
が
他
方
を
直
接
引
い
て
い
る
と
い
う
よ
り
、破
損
に
際
し
注
進
が
行
わ
れ
る
か
ら
、

双
方
と
も
に
同
じ
も
の
に
基
づ
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
註
〕

（
１
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
五
十
三
『
朝
儀
諸
次
第　

二
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）

所
収
。

（
２
）　

こ
の
と
き
史
が
書
き
上
げ
た
僧
名
を
写
し
た
『
季
御
読
経
僧
名
』
が
冷
泉
家
時
雨

亭
叢
書
五
十
五
『
朝
儀
諸
次
第　

四
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
）
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

（
３
）　

注
２
書
所
収
。国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本『
季
御
読
経
次
第
』

﹇
Ｈ
・
六
〇
〇
・
一
三
八
二
﹈
は
こ
れ
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
に
お
い
て
「
朝
儀
諸
次
第
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
典
籍
を
江
戸
時
代
に

転
写
し
た
も
の
が
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
に
存
す
る
こ
と
は
、
石
田
実
洋
「
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
所
蔵
『
朝
儀
諸
次
第
』
と
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」（『
書
陵
部
紀
要
』

五
十
三
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
４
）　

遠
藤
珠
紀
「
官
務
「
家
」・
局
務
「
家
」
の
成
立
」（『
中
世
朝
廷
の
官
司
制
度
』、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
５
）　
『
兵
範
記
』
嘉
応
元
年
三
月
二
十
六
日
条
。
目
録
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本

史
料
の
欠
損
を
補
え
る
情
報
は
な
い
。

（
６
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
三
編
之
二
十
七
、
保
安
二
年
十
一
月
一
日
条
参
照
。
な
お
本
史

料
は
未
収
。

（
７
）　
『
壬
生
家
文
書
』
二
五
一
九
号
「
諸
社
怪
異
勘
例
案
」（『
諸
社
勘
例
古
文
書
』

﹇
五
一
二
・
二
〇
一
﹈
所
収
）。

　
　

一
、
諸
社
例

　
　
　

建
久
十
年
二
月
三
日
、
大
原
野
・
春
日
・
平

　
　
　
　

祭
以
次
第
て
可
令
懃
行
之
由
被

　
　
（
中
略
）

　
　
　

同
四
月
十
日
、
稲
荷
社
怪
異
事
、
被
下
祈

　
　

な
お
『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
六
、
正
治
元
年
四
月
十
日
条
に
も
引
か
れ
る
。

︻
付
記
︼
ご
所
蔵
者
か
ら
は
原
本
閲
覧
の
便
宜
を
お
取
り
は
か
り
頂
き
、
翻
刻
の
ご
許
可

を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
。
本
史
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
ス
キ
ャ

ン
画
像
は
、
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。

【 

翻　

刻 

】

〔
凡
例
〕

・
翻
刻
の
要
領
は
通
行
に
倣
っ
た
が
、
特
記
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・�

底
本
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
空
行
・
余
白
・
傍
書

の
位
置
は
必
ず
し
も
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。

・
各
紙
の
変
わ
り
目
に
」
を
付
し
、　　

」
の
よ
う
に
紙
数
を
表
示
し
た
。

『
季
御
読
経
次
第
』

「
季
御
読
経
次
第
」

「
季
御
読
経
次
第
」

季
御
読
経
次
第

職
事
奉
仰
、
々
上
卿
、

　

向
里
亭
仰
之
、
大
臣
有
障
□
□
納
言
奉
之
、西
宮
記
云
、
中
納
言
已
□
、

依
宣
旨
行
之
、

　

近
代
職
事
内
々
相
尋
日
次
、
奏
定
之
、

　

或
又
同
尋
問
可
定
申
之
日
、
令
告
知
上
卿
、

上
卿
召
弁
、
仰
定
日
并
可
催
設
陰
陽
寮
及
文
書
之
由
、

正
治
元

〻
〻

（
第
１
紙
）

（
新
補
表
紙
外
題
）

（
旧
表
紙
外
題
）

〔
者
大
〕

（
恒
例
第
三
、九
月
）

〔
上
〕
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先
於
里
亭
召
史
問
当
巡
之
弁
、
即
仰
史
令
召
弁
、

　
近
代
職
事
内
々
尋
問
当
巡
、

申
事
由
、
催
之
、

　

近
代
職
事
来
問
之
次
、
弁
夾
名
、

　

弁
来
、
上
卿
□
客
亭
仰
之
、
弁
仰
官
、
々
令
催
設
候

　

陰
陽
寮
并
綱
所
例
文
等
、

召
外
記
仰
可
催
参
議
之
由
、

上
卿
着
仗
座
、
奥
、　　

一
上
直

着
端
、

次
移
外
座
、
以
扇
直
履
、

次
仰
官
人
令
置
軾
之
次
、
仰
可
召
弁
之
由
、

此
間
参
議
着
横
敷
、

次
行
事
弁
参
軾
、
地
下
弁
取
笏
、
御
物
忌
之
時
、

雖
殿
上
弁
又
取
笏
、

上
卿
仰
曰
、
季
御
読
経
日
時
勘
申
セ
、
弁
退

去
、�

」

　

於
床
子
座
仰
史
、
々
召
取
陰
陽
寮
献
弁
、

次
持
参
日
時
勘
文
、
不
入
筥
、
発4

願
・
結

願
等
日
時
也
、

上
卿
披
見
了
置
座
前
、
置
笏
見
之
、

如
常
、

弁
退
帰
、

次
以
官
人
召
弁
、
仰
例
文
可
進
之
由
、
弁
退
、

次
六
位
史
二
人
持
例
文
・
硯
等
、
置
上
卿
・
参
議
前
、

　

一
人
持
例
文

進
上
卿
前

、
入
筥
、
年
々
定
文
、
名
僧
帳
、
諸
寺
解

文
、
外
任
并
死
去
勘
文
等
、
興
福
・
延
暦
等
竪

　
義
者
注
文
、
近
例
、
去
年
僧
名
上
押
紙
、
書
今
年

可
請
定
之
僧
名
、
或
別
書
之
入
筥
、

　

一
人
持
硯
筥
置

宰
相
座

、
□
□
紙
・
続
飯
・
続
紙
入
硯
下
方

板
等
云

、々

、　　
　
　
　
　
　
　

続
飯
并
板
入
硯
上
、

次
上
卿
略
見
例
文
等
、
了
正
笏
目
参
議
、

執
筆
第
二
参
議
者
随
上
卿
帰
、
直
居
昇
第
一
座
、

　

第
三
人
以
下
揖
着
沓

、
上
臈
参
議
非
其
限
、
大
弁
者
取
向
本

座
退
下
着
沓
、
他
者
不
然
、

　

揖
進
立
第
一
人
座
下
、
揖
着
之
、
揖
候
、
若
無
参
議
者
、
令
弁

　
書
之
、
依
上
卿
命
、
令
直
着
第
一
参
議
座
書
之
、
雖

殿
上
如
参
議
弁
持
笏
、
其
作
法
如
参
議
、

上
卿
重
目
、

　

参
議
置
笏
、
置
座
下

方
、

引
寄
硯
、
取
続
紙
、
巻
取
懸
紙
、
置
続

　

紙
於
硯
筥
外
前
方
、
更
巻
返
懸
紙
、
如
元
置
硯
下

　

方
、
取
続
紙

持
巻
返
之
、
如
元
筥
外
下
方
、
取
墨
見

　

其
首
、
摺
之
染
筆
、
如
元
置
筆
台
、
或
先
摺
墨
即

染
筆
置
之
、
次
巻
、

　

取
副
続
紙
於
笏
、
或
不
取

副
、

伺
上
卿
気
色4
、

上
卿
揖
許
、�

」

　

参
議
置
笏
取
紙
染
筆
、

　

上
卿
披
旧
定
文
読
之
、
先
読
云
、
僧
綱
、
参
議
書
之
■
、
次

読
云
、
大
僧
正

ム

、
参
議
書
之
、
任
次
□

　
読
之
如
此
、
但
或
云
、
大
弁
宰
相
書
之
時
、
上
卿
皆
読
之
、
自
余
授
僧
名

令
書
之
、
惣
一
百
人
、
僧
綱
、
三
会
已
講
、
七
大
寺
中
東
大
・
興
福
及
延
暦
寺

　
各
八
人
、
次
第
一
人
、
七
大
寺
外
東
西4

・
定
心
院
有
次
第
一
人
、
自
余
諸

寺
随
僧
綱
多
少
経
奏
聞
出
入
、
百
僧
外
威
・
従
各
一
人
、
大
威
儀
師
在

　
請
僧
中
、
又
次
第
僧
在
此
中
座
次
見
式
、　

近
例
端
両
三
行
、

次
見
式
与
奪
自
本
儲
取
替
之
、
或
給
土
代
於
参
議
令
書
之
、

参
議
献
定
文
於
上
卿
、

　

参
議
書
巻
返
之
、
不
加
懸

4

4

紙
、
若
有
余

紙
者
放
之
、
入
硯
下
方
、
置
前
押
硯
筥
於

　

座
下
方
、
取
副
定
文
於
笏
、
伺
上
卿
気
色
、
或
不
伺
之

直
進
、

上
卿
取
笏
揖
許
、

　

参
議
揖
参
進
、
左
足
踏
弘
莚
、

右
足
踏
畳
縁
、
於
上
卿
前
揖
、
或
不

揖
、
置

　

笏
於
奥
方
、
取
廻
定
文
巻
之
、
参
議
復
座
揖

　

右
廻
復
座
揖
、

上
卿
置
笏
披
見
定
文
、
有
書
誤
之
時
、
返

給
押
改
之
、

此
間
候
上
卿
前
、

上
卿
見
了
之
後
、
〇
以
上
二
行

抹
消
ス
ル
カ
、

次
上
卿
見
定
文
、
有
誤
者
、
返
給
令

改
直
之
云
々
、

次
上
卿
取
出
例
文
等
、
置
筥
奥
方
、
入
定
文
・
日
時
勘
文

等
、
以
官
人
召
弁
、

問

〔
出
〕（

ア
キ
マ
ヽ
）

（
第
１
紙
）

筥
置〻

退

第
一

前
退

〻

〻
〻

〻
〻
〻
〻
〻
〻

〻
〻

〻
〻
入
続
紙
・
続
飯
・
板
等
云
々
、
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

為

■
■

〻

〻
〻
〻

〔
置
脱
カ
〕

（
第
２
紙
）

〔
第
カ
〕

（
ア
キ
マ
ヽ
）

〻
〻
〻

廻〻

置〻
〻 前

〻
〻
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弁
参
軾
、

上
卿
付
日
時
・
僧
名
於
弁
令
内
覧
、
弁
内
覧
了
帰
進

上
卿
前
、

次
招
職
事
奏
聞
、
行
事
弁
為
職
事
者
、
便
付
之

奏
聞
、
或
為
殿
上
弁
者
、
又
付
之
云
々
、�

」

即
又
返
給
、

上
卿
結
日
時
、
引
懸
紙
二
倍
押
折
、
置

筥
内
、
披
文
推
合
、

弁
仰
云
、
依
勘
申
レ
、

上
卿
微
音
称
唯
、

元
巻
之
、
置
筥
内
、

又
結
僧
名
、

弁
仰
云
、
令
廻
請

ヨ

、

上
卿
微
唯
、
巻
文
取
加
日
時
下
弁
、
々
於
軾
結
之
、

　

当
レ
ル

季
御
読
経
ノ

日
時
、
当
レ
ル

季

　

当
レ
ル

季
御
読
経
ノ

僧
名
、

　
　

近
代
結
申
詞
云
、
日
時
、
両
字

許
也
、
次
結
申
詞
云
、

　
　

僧
名
、

上
卿
仰
々
詞
、
各
如
右
、

弁
称
唯
退
於
床
子
座
下
史
、

次
上
卿
取
例
文
返
納
筥
、

次
上
卿
返
入
例
文
等
於
筥
、
以
官
人
仰
史
参
テ

可
撤

筥
之
由
、
或
参
議

令
撤
之
、

 

史
参
進
跪
小
庭
、
雨
日
宜
陽
殿

壇
上
、

　

上
卿
目
、

　

史
称
唯
着
軾
、
賜
例
文
筥
退
帰
、
至
于
参
議

　

座
後
、
次
例
文
筥
重
硯
上
取
之
退
入
、

　
　

参
議
為
第
二
以
下
人
者
、
此
後
復
本
座
、

　

奏
請
奏
、

　
　

弁
持
参
之
覧
上
卿
、
其
期
不
定
、

在
職
事
意
、�

」

　
　

上
卿
披
見
了4
付
弁
令
奏
、
仰
云
、
申
給
、

　
　

弁
奏
聞
返
下
、

　
　

上
卿
結
之
、

　
　

弁
仰
云
、
マ
ウ
シ
ケ
、

或
宣
旨
ノ
タ
ウ
ヘ
、

　
　

上
卿
微
音
称
唯
巻
之
下
弁
、
々
結
之
、

　
　

上
卿
仰
詞
如
右
、

　
　

弁
退
着
床
子
座
下
史
、

上
卿
令
官
人
召
外
記
、

外
記
跪
小
庭
、

上
卿
仰
云
、
召
来
ム

日
可
被
始
行
季
御

読
経
、
可
令
催
諸
司
・
堂
童
子
者
、

外
記
称
唯
退
、

奏
請
奏
、

弁
持
参
之
覧
上
卿
、
其
期
不
定
、

在
職
事
意
、

上
卿
見
了
以
職
事
奏
之
、
為
殿
上
弁

ハ

□

便
付
之
奏
聞
、

上
卿
披
見
之
付
職
事
令
奏
、
仰
云
、
申
給
ヘ
、

■
奏
聞
返
下
、

上
卿
結
申
之
、

弁
仰
云
、
マ
ウ
シ
ケ
、

或
宣
旨
ノ
タ
ウ
ヘ
、

上
卿
■
微
唯
巻
文
返
下
弁
、
以
職
事
奏
之

ハ

更

召
行
事
下
之
、

行
事
弁
結
申
之
、

上
卿
仰
詞
如
右
如
職
事
、�

」

弁
微
唯
巻
文
退
下
、

上
卿
退
出
、
一
上
不
令
撤
軾
、

已
以
令
撤
之
、

進
〔
退
カ
〕

〻

置

（
第
３
紙
）

如

〻
〻
〻
〻

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

仰

或〻
（
以
下
九
行
囲
ミ
テ
抹
消
ス
）

（
第
４
紙
）

之〻

職
事

〻

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

弁

〻
〻
〻

（
第
５
紙
）
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参
議
退
出
、

　

後
日
行
事
史
書
僧
名
奏
所
々
、

　

大
臣
家
、
立
紙
、

　

行
事
上
卿
、

　

左
右
大
弁
、

　

行
事
弁
、

　

大
夫
史
、
已
上
小
葉
子
、

入
筥
各
持
参
之
、
留
僧
名
返
給
筥
、

（
以
下
余
白
）�

」

『
諸
社
神
宝
等
破
損
修
理
事
勘
文
』

「
官
勘
例
八
幡
宮

」

（
前
欠
）

　

兼
任
先
例
調
進
御
剣
袋
者
、

承
元
三
年
八
月
十
五
日
、
同
宮
寺
言
上
云
、
為
遂
□

御
行
、
任
例
開
内
殿
御
戸
、
奉
移
御
剣
□
□

処
、
東
御
前
璽
・
御
剣
袋
為
鼠
被
喰
損
云

殿
預
等
所
注
申
也
、
又
板
敷
上
有
直
鼠
云
々
者
、

　

同
月
廿
一
日
、
宣
旨
云
、
令
勘
例
者
、

　

同
九
月
日
、
被
行
軒
廊
御
卜
、

　

同
月
廿
二
日
、
宣
旨
云
、
注
申
神
事
違
例
□

　

謝
御
慎
、
兼
又
於
御
袋
者
、
任
例
新
令
調
進
者
、

　

同
十
二
月
十
二
日
、
被
勘
次
第
日
時
、

　
　

調
始
日
時
、

　
　
　

今
月
十
二
日
、
壬
申
、
時
酉
二
點
、

　
　

奉
遣
日
時
、

　
　
　

十
七
日
、
丁
丑
、
時
午
二
點
、

　

同
日
以
左
中
弁
平
親
輔
朝
臣
為
□
□
使
被

　

遣
八
幡
宮
寺
、

　

同
月
十
七
日
、
被
調
献
御
剣
袋
、

　
　

勅
使
権
中
納
言
藤
原
隆
衡
卿
、

貞
応
元
年
八
月
十
六
日
、
同
宮
寺
言
上
云
、
為

放
生
会
、
昨
日
寅
時
、
御
殿
司
等
参
入
□
殿

�

」

御
戸
、
欲
奉
移
璽
御
箱
於
外
殿
之
処
、
中
□
両

所
御
剣
袋
并
三
所
御
座
龍
鬢
筵
等
、
為
鼠
被
□

破
之
由
、
申
之
者
、

　

同
九
月
一
日
、
宣
旨
云
、
令
勘
例
者
、

　

同
二
年
正
月
廿
四
日
、
被
行
軒
廊
御
卜
、

　

同
五
月
十
日
、
宣
旨
云
、
仰
宮
寺
、
且
注
進
神
事

　

違
例
、
且
祈
請
恠
所
口
舌
病
事
、
兼
又
御
剣
□

　

任
先
例
早
令
改
調
者
、

文
応
元
年
八
月
十
六
日
、
同
宮
寺
言
上
云
、
十
五
日
□

一
點
、
任
例
御
殿
司
等
参
入
内
殿
、
奉
伺
御
璽
之
函
□

御
前
御
剣
袋
并
御
几
帳
帽
額
為
鼠
被
喰
損
者
、

　
　

同
九
月
一
日
、
宣
旨
云
、
勘
例
令
行
御
卜
者
、

　
　
　

此
後
沙
汰
之
趣
不
分
明
歟
、

右
、
於
御
剣
袋
鼠
喰
損
之
例
者
、
先
規
多
存
之
間
、

只
所
載
近
例
也
、
造
巣
事
相
任
准
拠
例
、
久
安
二

年
九
月
、
豊
受
大
神
宮
別
当
高
宮
御
帳
□
□
□

鼠
喰
損
造
巣
者
、
又
嘉
応
二
年
五
月
、
平
野
社
第

二
神
殿
左
方
金
蓋
中
野
鼠
引
入
、
御
壁
□
紐
三
筋

造
巣
、
同
壁
代
喰
損
者
、
各
被
行
御
卜
之
後4
□
□�

」

留〻

（
第
６
紙
）

（
外
題
）

（
石
清
水
八
幡
）

〔
殿
之
カ
〕

〔
祈
〕

〔
内
カ
〕

（
第
１
紙
）

〔
東
〕〔

喰
カ
〕

〔
袋
〕

〔
寅
〕

〔
宮
〕

〔
代
カ
〕

〔
祈
カ
〕

（
第
２
紙
）
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謝
、
宣
旨
之
次
第
別
無
子
細
歟
、

一
、
鞘
令
折
給
准
拠
例

当
宮

大
治
二
年
八
月
、
彼
宮
言
上
云
、
中
御
前
璽
御
筥
破

月
十
五
日
卯
時
所
見
付
也
者
、

　
　

同
九
月
四
日
、
宣
旨
云
、
下
知
本
宮
可
令
注
申
□

　
　

根
元
并
相
准
神
宝
破
損
例
者
、

　
　

同
十
月
二
日
、
有
仗
議
、
可
修
補
否
事
、

　
　

同
月
十
二
日
、
被
行
御
卜
、

　
　

同
十
四
日
、
被
立
奉
幣
使
、

　
　

同
十
一
月
九
日
、
宣
旨
云
、
下
知
本
所
令
注
申
神

　
　

事
不
信
違
例
、
且
転
読
仁
王
経
可
祈
請
者
、

　

同
三
年
八
月
、
宮
寺
重
言
上
云
、
璽
御
筥
及
大
□
□
、

　
　

同
十
月
九
日
、
被
立
奉
幣
使
、

　
　
　

明
年
放
生
会
之
時
、
造
新
筥
可
奉
□
旧
筥
之
□
、

　
　
　

申
之
云
々
、

　
　

同
四
年
二
月
廿
二
日
、
宣
旨
云
、
以
緒
結
本
筥
可
令
□

　
　

新
造
筥
者
、

　
　

同
九
月
七
日
、
被
立
奉
幣
使
、�
」

同
九
月
七
日
、
被
立
奉
幣
使
、

同
五
年
五
月
十
五
日
、
被
勘
可
被
造
彼
御
筥
日
時
、
来
廿
日
辛
酉
、

同
八
月
六
日
、
被
奉
献
新
造
筥
、

　

件
破
損
筥
不
及
修
補
、
以
旧
損
筥
被
納
新
造
筥
、
依

　

難
動
霊
物
歟
、

宇
佐
宮

　

建
暦
元
年
二
月
、
八
幡
宇
佐
宮
神
官
等
奏
状
云
、
大
菩
薩
□

　

跡
当
宮
之
後
、
令
安
置
薦
御
験
、
且
令
勤
神
事
致
朝

　

家
御
祈
請
、
且
令
行
六
ケ
年
一
度
行
幸
会
所
奉
調

　

換
御
験
并
神
宝
物
等
也
、
是
皆
依
御
託
宣
之
旨
、
任

　

宣
下
之
状
、
所
勘
申
也
、
依
之
今
春
御
祭
任
例
式
日
奠

　

令
勤
行
、
令
女
官
参
入
全
大
殿
、
擬
令
奉
出
于
外
殿
□

　

居
御
座
之
処
、
二
御
殿
御
験
表
裹
錦
絹
等
、
為
鼠
奉
破

　

損
之
由
、
依
女
官
告
祠
官
等
、
驚
以
奉
拝
見
之
処
、
所
□

　

損
壊
也
、
但
心
薦
者
見
在
御
床
茵
上
也
、
仍
神
官
等
僉

　

議
云
、
於
当
祭
者
三
所
御
殿
内
一
所
雖
不
令
御
坐
、
暫

　

留
、
式
日
不
退
之
祭
礼
奉
出
自
余
一
三
両
所
御
験
、
而

　

可
遂
行
神
事
云
々
、

任
僉
議
之
旨
遂
行
祭
礼
事
已

　

畢
、
件
御
験
相
待
六
ケ
年
一
度
行
幸
会
、
可
奉
裹

　

換
歟
、
其
期
者
明
後
年
酉
歳
也
、
其
程
二
殿
之
御
験

　

不
令
御
坐
、
而
雖
勤
連
日
神
事
者
、
以
新
錦
絹
等
奉

　

裹
本
薦
可
奉
奠
祭
歟
、
来
五
月
会
神
事
、
既
□
□�

」

　

御
験
不
令
御
坐
者
、
不
能
奉
荷
空
神
輿
歟
云
々

者
、

　
　

同
四
月
十
九
日
、
宣
旨
云
、
令
勘
例
者
、

　
　

同
廿
七
日
、
宣
旨
云
、
令
官
寮
卜
申
者
、

　
　

同
五
月
三
日
、
被
行
軒
廊
御
卜
、

　
　

同
月
十
二
日
、
宣
旨
云
、
下
知
彼
宮
且
注
進
神
事
違

　
　

例
穢
気
不
浄
、
且
祈
請
公
家
御
薬
事
并
口
舌

　
　

災
事
、
兼
又
於
御
験
破
損
者
、
年
限
以
前
奉
改
□

　
　

錦
尊4
祭
本
薦
者
、

他
社

　

伊
勢
太
神
宮

　
　

保
安
二
年
十
一
月
、
祭
主
大
中
臣
親
定
卿
言
上
云
、
御
遷
宮

（
二
十
六
日
）

〔
損
、今
〕

〔
筥
〕

（
十
五
日
）

〔
破
者
カ
〕

（
大
治
四
年
八
月
十
五
日
）

〔
納
カ
〕

〔
由
カ
〕〔

入
〕

（
第
３
紙
）

（

マ

マ

）

〔
垂
〕

〔
令
カ
〕

〔
東
カ
〕

（
第
４
紙
）

〔
奠
〕

（
一
日
）
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之
時
所
被
調
進
神
財
内
、
桙
二
管
・
弓
二
張
・
楯
二
枚
、
御

　
　

戸
左
右
脇
外
為
旧
例
所
立
也
、
而
今
月
廿
日
奉
幣
使

　
　

参
宮
之
次
拝
見
之
処
、
件
御
桙
比
礼
已
所
放
落

　
　

被
行
御
卜
之
後
、
仰
本
所
可
令
注
進
神
事
違
例

　
　

不
浄
之
由
、
同
年
十
二
月
廿
九
日
被
下　

宣
旨
、
但
件

　
　

比
礼
被
調
進
之
趣
不
分
明
、

　
　

元
暦
元
年
十
月
、
祭
主
大
中
臣
親
俊
卿
言
上
、
大
神
□

　
　

禰
宜
等
注
進
云
、
鴟
尾
琴
者
廿
年
一
度
造
替
、
御
遷
宮
之

　
　

時
被
調
進
之
後
、
年
中
三
度
御
祭
之
時
、
令
□
用
次

　
　

第
神
事
之
例
也
、
而
承
安
元
年
御
遷
宮
以
後
、
御
□�

」

　
　

十
余
年
之
間
、
自
然
所
破
損
歟
者
、
被
行
御
卜

　
　

且
注
進
神
事
違
例
穢
気
不
浄
、
且
祈
請
公
家
御
薬

　
　

天
下
病
事
、
兼
又
任
例
可
加
修
復
之
由
、
□
□

　
　

十
二
月
八
日
被
下　

宣
旨
、

　
　

正
治
二
年
正
月
、
祭
主
大
中
臣
能
隆
卿
言
上
云
、
去
年

　
　

十
二
月
十
七
日
御
祭
夜
、
任
先
例
本
宮
并
諸
別
宮

　
　

官
幣
等
各
請
預
之
後
、
同
廿
五
日
戌
時
許
、
地
祭
内
人

　
　

真
次
参
着
本
宮
申
云
、
去
十
七
日
任
例
請
預
官
幣

　
　

令
納
酒
殿
之
刻
、
伊
雑
宮
御
弓
折
損
之
由
、
依
見
付

　
　

以
麻
所
巻
□
也
、
召
問
酒
殿
出
納
之
処
、
折
損
之
由
先
□

　
　

全
不
拝
見
之
旨
所
申
也
、
於
御
祭
者
先
任
式
日
勤
行

　
　

畢
、
至
于
御
弓
者
依
有
事
忌
不
供
進
之
由
、
大
内

　
　

人
貞
常
所
申
上
也
者
、
被
行
御
卜
之
後
、
宜
仰
本

　
　

宮
任
占
卜
趣
可
令
祈
謝4
之
由
、
同
年
閏
二
月
二
日

　
　

被
下
宣
旨
、

　

平
野
社

　
　

嘉
応
二
年
五
月
、
彼
社
司
注
進
云
、
第
一
神
殿
御

　
　

座
金
物
一
破
損
、
第
二
神
殿
左
方
金
蓋
中
野
□

　
　

入
御
壁
代
紐
三
筋
造
巣
、
同
壁
代
喰
損
、
又
金

　
　

放
落
、
御
線
一
基
蓋
折
放
者
、
被
行
御
卜
也
、

　
　

注
進
神
事
違
例
不
浄
不
信
、
且
祈
謝
公
家

�

」

　
　

天
下
及
恠
所
口
舌
病
事
等
、
但
於
御
殿
并
神
宝

　
　

損
者
、
任
先
例
宜
令
調
進
之
由
、
同
年
八
月
廿
三
日
被
下
宣
□
、

稲
荷
社

　
　

正
治
元
年
四
月
、
彼
社
司
言
上
云
、
去
月
廿
六
日
御
輿

　
　

迎
日
、
五
所
御
輿
之
内
、
四
大
神
御
輿
奉
舁
出
之
間
、
御

　
　

体
御
鏡
筥
蓋
自
御
輿
之
裏
落
破
畢
者
、
被
□

　
　

御
卜
之
後
、
宜
早
被
祈
謝
、
兼
且
可
注
進
神
事
違
□

　
　

不
信
不
浄
之
由
、
同
月
十
日
被
下　

宣
旨
、

右
准
拠
例
所
見
如
斯
、
抑
石
清
水
宮
保
延
回
禄
之

於
三
所
璽
御
筥
・
御
剣
者
、
奉
取
出
之
上
、
当
遷
宮
之
□

御
剣
以
下
神
宝
御
装
束
等
多
被
調
献
之
、
今
所
令

之
鞘
、
是
璽
御
剣
事
歟
、
縡
之
濫
觴
委
可
被
尋

宮
寺
哉
、
且
寛
治
正
八
幡
宮
神
輿
并
神
王4
面
令

黷
之
時
、
損
失
神
宝
物
、
宜
仰
大
宰
府
令
修
造
之
、

雖
被
下
官
符
、
於
神
王
面
形
一
枚
者
、
依
称
往
古
□

霊
物
、
難
測
造
否
之
旨
、
帰
先
仰
清
円
八
幡
権
別
当
、

相

尋
子
細
可
経
言
上
之
由
、
被
仰
下
歟
、

以
前
両
条
、
依
仰
注
進
如
件
、

　
　
　

八
月
廿
三
日
、
未
時
、

左
大
史
小
槻
有
家
請
文�

」

〔
宮
〕

（
第
５
紙
）

〔
同
年
カ
〕

〔
日
カ
〕

（
×
時
）

〔
鼠
カ
〕

（
第
６
紙
）

〔
旨
〕

〔
行
〕

（
六
年
正
月
二
十
三
日
）

（
二
年
十
一
月
二
十
三
日
）

〔
之
カ
〕

〔
須
カ
〕

（
文
永
十
年
）

（
第
７
紙
）


